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Outcome

指 標

  指標の意義
・��急性期の治療が終了した患者様へ、重点的にリハビリを行い、在宅復帰を目指す、回復期リハビリ病棟の役割を示す

指標。
・��地域での回復期リハビリ病棟の役割を示す指標

  指標の計算式、分母・分子の解釈
各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 退院先が在宅の回復期リハビリ病棟の患者数
診療報酬上の在宅復帰率に準ずる

分母 回復期リハビリ病棟の退院患者数

収集
期間 １ヶ月毎

調 整
方法

回復期リハビリ病棟を持たない病院は対象外

  考察
【2015年年間数値報告】
最小値68.29(57.65）　25％値76.20（75.35）　中央値81.33（79.49）　75％値87.01（85.25）　
最大値93.88（89．96）

（　）内は、2014年実績
回答病院54病院(1か月でも回答のあった病院)
【考察・分析】
　QI事業参加89病院中、回復期リハビリ病棟のある病院は56病院で、そのうち54病院からデータ登録がありまし
た。2年連続報告のあった51病院中、28病院で在宅復帰率の上昇がみられました。回復期リハビリ病棟では、在宅復
帰率が施設基準の要件となっており、各病院とも、要件を満たすための取り組みを行っていると思われます（入院料1
では70％以上、入院料2では、60％以上、入院料3は、在宅復帰率の要件なし)。
　2016年度の診療報酬改定では、回復期リハビリ病棟入院料に、アウトカム評価が導入され、一定水準に達しない場
合、リハビリの算定単位数に上限が加えられます。QI事業でのこの指標の測定は2015年で終了となりますが、今後、
回復期リハビリ病棟では、よりリハビリの質が求められるようになり、各病院で質向上に向けた取り組みが求められま
す。

  活用・改善事例
・��退院前訪問を行い、退院調整を実施している。
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